
 

学術認証運営委員会次世代認証連携検討作業部会規程 
 

令和３年３月３０日 
   学術認証運営委員会制定 

 
 
（設置） 

第１条 学術認証運営委員会（以下「委員会」という。）に、次世代認証連携検討作業部会（以

下「本作業部会」という。）を置く。 

（目的） 
第２条 本作業部会は、委員会の求めに応じ、学術認証の発展・高度化のための新たなトラスト

フレームワークの実現に向けた作業を行い、必要に応じて委員会に報告等を行うことを目的

とする。 

（業務） 
第３条 本作業部会では、以下の業務を行うものとする。 

一  新たなトラストフレームワークの実現に向けて必要な調査、研究・開発、運用体制の検討

等 

二  学術認証の発展・高度化及び新たなトラストフレームワークに関する広報普及活動等 

三  その他、委員会の求めに応じた業務 

（組織） 
第４条 本作業部会は、委員会において選出された者でもって組織する。 

２ 部会員は、国立情報学研究所長が委嘱する。 

（任期） 
第５条 部会員の任期は１年以下とし、委嘱する際に決定する。なお、再任は妨げない。 

（主査） 
第６条 本作業部会に主査を置き、委員会において選出する。 

２ 主査に事故があるときは、あらかじめ主査が指名する部会員がその職務を行う。 

（会議の開催） 
第７条 会議は主査が招集し、主査が議長となる。 

（議事） 
第８条 会議は部会員の過半数の出席がなければ、これを開くことが出来ない。 

２ 会議の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，主査の決するところによ

る。 

（運営） 
第９条 会議の運営にあたっては、委員会の会議規程に準ずるものとする 

（守秘義務） 



第１０条 部会員のうち、法令の定めるところにより秘密保持義務を負わない部会員について

は、所定の守秘義務に関する覚書を締結するものとする。 

（庶務） 
第１１条 作業部会の庶務は、委員会の庶務と同じとする。 
（雑則） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、本部会に関して必要な事項は、委員会が別に定め

る。 
 
   附 則 
 この規程は，令和３年３月３０日から施行する。 
 


